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忠臣蔵

一幽斎重宣画　安政2年（1855）

横大判　藤岡屋慶次郎版

元禄14年（1701）の刃傷事件後の赤穂浪士による討ち入り

を題材にした仮名手本忠臣蔵の場面を描いたもの。初め人形浄

瑠璃として演じられ、後に歌舞伎でも演じられました。

時代背景は足利南北朝に設定されていて、その時代の高師直
さらこうずけのすけ　えんやはんがん　あざのたくみのかみ∴∴おおぼしゆらのすけ∴∴おおいしくらの

を吉良上野介、塩谷判官を浅野内匠守、大星由良助を大石内蔵

助に想定しています。

【歌III重宣（二代歌川広重）】

文政9年（1826）～明治2年（1869）

初代歌Ii拡重の門人で、一幽斎、立斎、立祥などといいまし

た。美人画や花鳥画、武者絵のほか風景画を描きました。

2　忠臣蔵三段目

御殿で塩谷判官が刃傷に及んだとの騒ぎを耳にした早野勘

平。恋仲のおかると逢っている最中に、主君の大事に居合わせ

なかったことを恥じた勘平は、大星由良助に詫びを入れようと

山崎へ向かいますが、追っ手が行く手を阻みます。
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4　忠臣蔵七段目

茶屋で遊びふけっている由良助のもとへ俺の力弥が塩谷判官

夫人の密書を届けます。2階の窓際から遊女となった早野勘平

の女房おかるが覗き見しています。床下には高師直に内通した

斧九太夫が忍び込んで由良助を探っています。
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1　忠臣蔵二段目

塩谷判官が高師直に恥辱を受けた翌日、塩谷判官の使者とし

て大星由良助俺の力弥が若狭之助の館を訪れます。帰ろうとす

る力弥を見送る小渡。力也と小渡は許嫁の間柄で、襖の陰から

は母の戸無頼がその様子を見守っています。
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3　忠臣蔵五段昌

夫の早野勘平のために遊女になることを決意したおかる。父

与市兵衛は前金を携え山崎へと戻る途中、斧九太夫（討ち入り
に加わらなかった浅野家家老大野九郎兵衛）の息子定九郎に無

残に殺されてしまいます。しかし、その定九郎も早野勘平に誤っ

て撃たれました。
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5　忠臣蔵九段目

由良助親子が住む山科に、力弥と祝言のため訪れた戸無頼と

娘の小浪。戸無瀬の夫本蔵は高師直に仕える身分。虚無僧姿の

本蔵が現れ、憤って槍で挑みかかった力也の母お石を組み敷き

ます。本蔵は、母を助けようとする力弥にわざと突かれました。
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歌舞伎十八番

春蝶楼豊国画　嘉永5年（1852）

縦大判　恵比寿屋庄七版

江戸時代の天保年間に7代目市川団十郎がお家芸として選定

した18番の歌舞伎演目。

外郎売・緻・押戻・景滞・鎌髭・関羽・勧進帳・解脱・毛抜・

暫・蛇柳・助六・象引・七つ面・鴨神・不動・不破・矢の根

【三代歌川豊国（歌IiI国貞）】

天明6年（1786）～元治元年（1864）

初代豊国の門人。号は五渡亭・香蝶楼など。はじめ国寅を名

乗り、後に三代豊国を襲名。美人画やシリーズ化した役者絵を

多く制作しました。
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6
　
十
八
番
之
内
二
　
象
引

「
象
引
」
は
2
人
の
人
物
が
物
を
引
っ
張
り
合
っ
て
力
く
ら
べ
を

す
る
と
い
う
荒
事
の
一
つ
。
主
人
公
の
山
上
源
内
左
衛
門
が
緻
役

の
鈴
鹿
の
皇
子
と
象
を
引
っ
張
り
合
っ
て
い
る
場
面
。

8
　
十
八
番
之
内
四
　
撒

離
縁
さ
れ
た
前
妻
が
後
妻
の
も
と
へ
行
き
乱
暴
を
働
く
と
い
う

轍
の
風
習
を
も
と
に
し
た
も
の
。
も
の
の
け
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
光

源
氏
の
正
妻
葵
上
。
早
速
照
日
の
巫
女
が
呼
ば
れ
、
そ
の
正
体
が

か
つ
て
葵
上
に
辱
め
を
受
け
た
六
条
の
御
息
所
の
怨
霊
だ
と
判
明
。

急
い
で
偉
大
な
力
を
持
つ
横
川
の
小
型
が
招
か
れ
御
息
所
を
成
仏

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

7
　
十
八
番
之
内
三
　
夫
之
根

鎌
倉
時
代
の
曽
我
兄
弟
の
弟
の
五
郎
時
宗
を
主
人
公
と
し
た
作

品
。
父
の
撤
、
工
藤
祐
経
を
討
つ
た
め
五
郎
は
家
で
大
き
な
矢
の

根
を
研
い
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
寝
て
し
ま
う
と
、
夢
の
中
に
祐

経
の
館
に
捕
ま
っ
て
い
る
兄
の
十
郎
が
現
れ
ま
し
た
。
五
郎
は
目

を
覚
ま
し
、
急
い
で
助
け
に
行
く
の
で
し
た
。

1
0
　
十
八
番
之
内
　
勧
進
帳

兄
頼
朝
と
不
仲
に
な
り
、
山
伏
に
身
を
や
つ
し
て
奥
州
へ
向
か
う

源
義
経
。
加
賀
国
安
宅
の
関
で
関
守
の
富
樫
左
衛
門
に
見
と
が
め
ら

れ
ま
す
。
弁
慶
は
機
転
で
偽
り
の
勧
進
帳
を
読
み
、
さ
ら
に
主
君
義

経
を
激
し
く
た
た
き
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
富
樫
は
、
弁
慶
の
苦
渋
の

決
断
に
関
所
を
通
し
ま
し
た
。

9
　
十
八
番
之
内
十
二
　
解
脱

上
総
七
郎
兵
衛
景
清
は
平
黄
浦
と
も
呼
ば
れ
、
勇
猛
な
人
物
で
し

た
。
そ
の
娘
の
人
丸
が
嫉
妬
し
て
男
を
追
っ
て
釣
鐘
の
中
に
入
る
と
、

景
清
の
亡
魂
が
娘
の
姿
を
借
り
て
薄
衣
を
か
ぶ
っ
て
出
現
。
恨
み
と

迷
い
の
振
り
の
す
え
解
脱
し
て
景
溝
の
姿
に
な
っ
て
消
え
ま
し
た
。
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春好斎北洲画　文政8年（1825）頃

縦大判　版元不明

豊臣氏の滅亡につながった大坂城の落城を扱った作

品の「義経腰越状」の場面を描いています。演目には

義経とありますが、豊臣秀頼が義経に、徳川家康は源

頼朝に、真田幸村が義経の大老泉三郎に置き換えられ

ています。主人公は五斗兵衛で、豊臣方の武将後藤又

兵衛です。又兵衛は大酒飲みの豪傑で知られていたよ

うで、酒樽を抱えています。

和泉ノ三郎（市川蝦十郎）・五斗兵衛（中村歌右衛門）

【喜好斎北洲】

生没年不明

大阪の浮世絵師。松好斎半兵衛の門人で、後に葛飾

北斎に入門したといわれています。はじめ春好、後に

春好斎、雪花亨を名乗りました。役者絵を得意とし、

中でも大首絵や芝居絵を得意としました。
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かむろ片貝（岩井久次郎）・大磯屋の千鳥（河原崎国太郎）・若者えんま平三（山崎巴二右衛門）
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しづか御ぜん（岩井紫若）・源よし経公（沢村訊升）・源九郎狐（中村芝翫）

12　役者絵

国貞（二代歌川国貞）画
元治元年（1864）

縦大判3枚続　伊勢屋兼吉版

【歌川国貞（二代歌川国貞）】

文政6年（1823）～明治13年（1880）

幕末から明治にかけて活躍した絵師。

はじめ国政を名乗り、初代国貞（三代

豊国）の娘婿となり国貞の名を継ぎ

さらに四代豊国の名も継ぎました。版

本の挿絵のほか役者絵などの揃物を多

く残しています。

13　義経千本桜

国貞（二代歌川団員）画

慶応3年（1867）

縦大判3枚続　伊勢屋利兵衛版

義経に滅ぼされた平家の知盛、維盛、

教経らが生存し、復讐を企てるという

内容で、静御前や佐藤忠信らを絡めて

脚色した物語。義経のもとを訪れた家

臣の忠信。実は忠信に化けた狐で、義

経は妾の静御前に鼓を打たせ、狐であ

ることを白状させます。忠信に化けた

狐は鼓にされた狐夫婦の子どもで、同

情した義経は源九郎の名とともに鼓を

与えました。
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14　義経千本桜

豊斎（三代歌IIi団員）等

明治38年（1905）

縦大判3枚続　提言兵衛版

うたがわほうさい　はいどうくlこまき

【歌川豊斎（梅里国政・三代歌川国貞）】

嘉永元年（1848）～大正9年（1920）

初代歌川国貞に学び明治22年（1889）

三代国貞を襲名。梅堂、一寿斎、香蝶棲、

応需などのはか豊斎とも号しました。主

に文明開化絵や役者絵を描きました。
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埠高 ・′つ裏ノ： 乙．一ノ‘÷‾‾ へご一言】部 l ����∴｝∴ ／i iノ46竜一 ����認 �灘 ���・（、二 ＿ヽ′ �ヽ �、∴室誓′▼．，l ′名品＿ ∴＿∴† ）、），・（ 単一→I ∴慕∴∴、 iFI �������ヽ 　　ヽ �† 

絹疎開＿ l－！イ ンi・I ，，∴了、l ���多 一宮 �ーヒ � �ヽ▲‘ ；＞ ∴l： �雄／丁で �：● ー● ���������く　　麹・ �・ブ �ノ／′ 「∴ 書く＿ 

15　誹優見立東海道五拾三駅

国周回　元治元年（1864）

縦大判5枚続　越前屋嘉十版か

とよはらくにらも＼

【豊原国周】

天保6年（1835）～明治33年（1900）

豊原周信及び歌IiI国貞（三代豊国）の門人で、明治初年に役者

各宿場から連想される歌舞伎の登場人物とその　　　大首絵を多数制作。その後も伝統的な様式による役者絵や3枚続

配役にふさわしい役者を見たてて描いたもの。　　　　　きの浮世絵を制作しました。

16　－谷凱歌小謡曲

国周回　元治元年（1864）

縦大判3枚続

海老屋林之助版

もと木曽義仲の家臣で今は源

氏に仕えている根の井左衛門。

源範頼の上意により義仲の息女

笹鶴姫の自害の検使役として新

宮家を訪れます。新宮家の2人

の娘のうち紅梅が笹鶴姫の身代

わりとなり根の井左衝門に打た

れます。しかし、実は紅梅は根

の井の娘という設定。

轄琴一 一一一▼‾i シー一二 三一・二キー‾i �．‘　　● �� ��′ 甲1■■鵜峠 ∴ノ　相 　承 　的 ��早：衆ノ否 ��　－ir一二 十／‘’鶉 ÷rilC。 l事・ �憾　出離 

単 、．・亀、 守’i ＿ijで‾ 「－ �五二享子 了ニー一 室 �11良ニー は＿一一一 �」∴ �馴陸二 � 

二条＿ �」 �� �　　　　∴ ∴∴ � � �′　　　8 

？＿′ ？一驚撥寵《 ち言T、語瀕 e愁 ��／ 

1∴∴† ：きi I 　● ��．ト＿当＿ ���詔翼主 　物 i噛二〇 　、㊥ 　　句 

新宮小太郎（中村福助）・根の井左衛門（市IIi小団次）・姫紅梅（坂東三澤五郎）
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竜王太郎（市川左団次）・菊王丸（尾上菊五郎）・雲竜九郎（市川団十郎）

∴二〇 一 ▼全 部－1 、－′′ �� �十二‾ 虚 で∴ 網 （ ／ �睦因数異議■睦 ����� 

憐 i＿－： ：一言． iti‾ l ��拳 i今i �」高音博 　打 ∴「∴∴－ ��‾「「TT‾－i； i 緒 ÷i＼∴i 

／t′ 　∴i：－－ ●「読∴∴ ����年十㌧ ��yi－＼言ヾゞ∴† 単一二、－、へ晶‘‘ 

㍉＼＼ 

＼定言　ニー ∴　し1 ����l 1－，〝 ����� 

／ ∴j ��� � �ゞ＼∴ �言古∴： 、／～・： ��ヽ、 �F書籍 六一・1㌔ 

1年－／ 1上、 Ll““ �ノ饗嘘 ���1、細田白田はⅧ騨 �����o � 

おしづ（尾上菊之助）・浮世戸平（坂東家橘）・捉婆の子分大蔵（中村伝五郎）

野晒語助（片岡我童）・提婆の仁三（尾上菊五郎）・小田井（岩井松之丞）

（ェ 、名 �i’I 三者ら �離脱 ���������1確音書目 

1 台 ∴∴ ＼ ＼ †≡1 ＿。，，フ � �� �納言1両図8m∴阜i「長町謹撰圏陪 ��������� 
主 ‾0 9 °麦髪 【 ヽ∵ �∴∴ヽ： ●〇°I 子、丁 子言．l ＜、一、二 1∴ il rr仁 ・ナ‾、‾一一 ＿，ヂ㍉1日 ��‾－／l＼ 　ヾ：∴ �一十　．∴∴　　∴　言：、∵． 

∴∴∴ヾ∴∴ 　書く　●：＿ 　一∴確言∴∴寸 　　7、1ヾこ＼ 、く＿／ と．∴・∴∴∴∴ 丁／←）／ �����������し ／ 「∵ 

1ゼi（ ＿‾・二γ � �ヽ言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．∴　　　　∴ ��������� 

＼｝ �� �＿した i蚤 ���く・　　　　　　　　　　　　　　　＿　j 

熊谷次郎直実（市IIl団十郎）・小はぎ実ハ敦盛（中村福助）・かつら子（市川金太郎）

姉輪平治（市川左団次）
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17　奇術揃三人童子

豊原国周等　明治11（1878）

縦大判3枚続　瀬川虎吉版

左は女妖怪師の化けた竜に絡みつか

れ、刀に映して見破る竜王太郎。中央

は「平家物語」に出てくる平教経の童で、

はじめ平通盛に仕え、通盛死後、義経

に仕え屋島の戦いで死亡した菊王丸。

右は妖術によって竜を操る盗賊で、江

戸後期の物語に登場する雲竜九郎を描

いています。

18　酔菩提新酒又六

豊原国周等　明治18（1885）

縦大判3枚続　猫糞周平版

通称「野晒悟助」。侠客の野晒悟助は、

提婆の仁三郎の子分に因縁をつけられ

ている土器売りの詫助と娘おしず、そ

れに扇屋の娘小田井を災難から救いま

す。貧しい家柄のおしづと、裕福な家

柄の小田井の2人の女性から惚れられ

る男らしく優しい悟助。ここに浮世戸

平が現れ悟助と喧嘩になったり、悟助

をめぐる恋模様が描かれます。

19　扇屋熊谷

豊原国周等　明治時代

縦大判3枚続　版元不明

平家の都落ちの際、平恵庭、敦盛が、

源氏の岡部六弥太、熊谷直実にそれぞ

れ命を救われたことをもとに、滅びゆ

く平家に対する源氏の同情を描いた内

容。平敦盛は家来筋にあたる五条の扇

屋若狭のもとに、扇折の小萩と称し女

装して身を隠していましたが、青葉の

笛のことから源氏方に知れ、姉輪平次

が召捕りに来ます。折から扇を買いに

来た熊谷がこれを救い、敦盛を慕う若

狭の娘桂子を身替りに立てるのでした。



20　梅香侠客御所染

梅里国政（三代歌川団員）等

明治20年（1887）縦大判3枚続

長谷IiI国吉版

浅間巴之丞の愛妾時鳥が後室百合の

方の恨みを買って殺される「時鳥殺し」

が前半の中心、後半は御所の五郎蔵が

誤って時鳥の妹の傾城逢州を殺し女房

さつきと共に自害するという内容です。

21奴凧廓春風

応需香朝楼（三代歌川国貞）等

明治25年（1892）縦大判3枚続

小森宗次郎版

正月の風物詩の凧の一種「奴凧」を「曽

我物語」と結び付けた舞踊。廓に通う

曽我十郎、恋人の大磯の虎などが登場

します。

▼一㌦ �壷∴ ��霊、i、 �睡 魔8㌢ �宅 、慮 閻職 歴 �ぞ �づ �筆謁 ��l ， 名 車 ’ノヽ ・ま、 一ヽヽ 
く雪裏 ＿＼‾ 「軍，＿ 　＼ ��一事一二三 �　畿二、＿手、 録・蹴瀦肱・ 　勺 ��　こI ∴　∵ �　千手 ’唖喜ば 騨／閏麟 ����」．轟 

甲i綱 ����� 
合 ＼、＼∴＼＼＼ …＼」－ノ“、、 ����諦撚　嵩＼ろ ��了† �㌧∩ � �� �� 

－　ii �＼婁少 � ��●ノ： � 

．●〃I∴ 織－ ��● ∵子 も∴記せ∴－ ��／、∴‾蕊は愁 ��吉子 ∴∴ lI 

、－ヽ・・ 封 ����闘騒 ���∴ ���†∴∴ 　∴∴● 
1 　．－11 ，，Iuふ ��．ご1㌧∴ ン1、池∴ � ����つ � 

∴十一 を∴完 ���ミ∴∴ ������↑′ �� 

高麗．（ ／∴ノーン） 騒曹　′闘園 ������四囲副題匝 　一 　義識 ��ー11㌧・ 潮田「 ′ lI 

▲　∴＿ 

愛妾時鳥霊（中村福助）・傾城逢介（岩井松之助）・浅間巴之丞（坂東家橘）・

御所五郎蔵（尾上菊五郎）

親書罰出生」董高富亀嵩閥深閑苧繭　！ 
帽賀田田園臆題， ��一撃≡国籍　‾1． 

1．㌢国書臆臆随　一＿ � �′　密　，誓　　〈 ノへ、iI　　◇毛＿ノ 

埋訂一二才ニ �：∴∴∴rl∴：　　　　　∵－　　’ l 

凋　′：誘／／ �� �i弓、謬∴ニーi 
「〕看＼鞠 ．十 ．∵∴∴∴ 　ヽ●′ 　∴∴雪 ：か1㌧∴ ��　　　紳 隷　　Ai商事芸“ぐ 

i∴　∴、∴ ��∴言　　l　　　　　幸 

∴．．灘∴守 ��∠．i緋鯉軸腿は幽 
やっこ（尾上きく）・舞つるや枠（尾上里之助）・曽我十郎（中村家橘）・大磯の虎（中村福助）・

化粧坂の女将（尾上栄三郎）・奴凧（尾上菊五郎）

22　歌舞伎座新狂言　鬼一法眼三時巻菊畑の場

香朝楼豊斎（三代歌II掴貞）筆　明治33年（1900）縦大判3枚続　提言兵衛版

若き日の義経（牛若丸）と弁慶の出

会いを描いた作品。虎蔵と名前を変

え、平家方の鬼一法眼に雇われた牛若

丸は鬼一が持っている兵法の極意を記

した三略巻を手に入れ源氏の再興を

願っていました。主である吉岡鬼一法

眼は元々源氏の侍でしたが、鬼次郎と

鬼（喜）三太という二人の弟と別れ別

れになり、いまは平家に仕えています。

鬼一はかつて源氏に恩を受けながら平

家についたことを悔やみ、天狗の姿に

なって牛若丸に剣術を教えたことを話

し、牛若丸を慕っている娘の皆鶴姫の

婿にして三略巻の一つを与え、鬼一は

切腹してしまいます。

葦 � �1験 ��I ，擁 �匪∴古　賀　∴細田二二高雄 ����件 �千五 ヽ1 、亭 ′．一 

皆 潤一能生」r ���電閏鵬　l、， ��ノ∴瓢／ 掌 � �　軍“ ヽ＼∴∴　一 

：一 �：ナ ノ－ ＝圭ご∵ ��芝・ぺd′ 花i ／一日∵88mI 、∴ ∴∴′ ‾itii ���い、 ∴∴ �息、▼ 1着“ノ ・j 

／～ �曳∴謹 ＊l �����ネ∴ � 

l ● ヽ �繍縦縞 ∴∴∴　∴∴∵∴1．．∴： ��－ 、．＝＼／へ 窪讐 � � �～ 

● ：● 弓＼一週mJ lベ “hi I ／′′ノ臥1、温 �������t 一一一、 ∴∴ヾ �l 毅二 ∴∴一∴亨； 

娘皆溺姫（中村芝翫）・御曹子牛若丸（尾上菊五郎）・鬼一法眼（市川左団次）・

御厨喜三太（市川八百蔵）
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【展示品目録】

展示資料

忠臣蔵　二段日

忠臣蔵　三段目

忠臣蔵　五段日

忠臣蔵　七段目

忠臣蔵　九段目

十八番之内二　象引

十八番之内三　夫之根

十八番之内四　蠍

十八番之内十二　解脱

十八番之内　勧進帳

一世一代（和泉の三郎、五斗兵衛）

役者絵

義経千本桜

義経千本桜

誹優見立東海道五拾三駅

一谷凱歌小謡曲

奇術揃三人童子

酔菩提新酒又六

扇屋熊谷

梅香侠客御所染　御所五郎蔵

奴凧廓春風

歌舞伎座新狂言鬼一法眼三略巻菊畑の場

作者等

一幽斎重量

（二代歌川広重）

一幽斎重量

（二代歌川広重）

一幽斎垂宣

（二代歌川広重）

一幽斎重宣

（二代歌川広重）

一幽斎重宝

（二代歌川広重）

香蝶楼豊国
（三代歌川豊国）

香蝶楼豊国
（三代歌川豊国）

香蝶楼豊国
（三代歌川豊国）

香蝶楼豊国
（三代歌川豊国）

香蝶楼豊国
（三代歌川豊国）

春好斎北洲

国貞
（二代歌川国貞）

国貞
（二代歌III国貞）

堂斎
（三代歌川国貞）

国周
（豊原国周）

国周
（豊原国周）

豊原国周

豊原国周

豊原国周

梅堂国政
（三代歌川国貞）

応需香朝楼
（三代歌III国貞）

香朝楼豊斎
（三代歌川団員）

年代

安政2年（1855）正月

安政2年（1855）正月

安政2年（1855）正月

安政2年（1855）正月

安政2年（1855）正月

嘉永5年（1852）3月

嘉永5年（1852）2月

嘉永5年（1852）3月

嘉永5年（1852）閏2月

嘉永5年（1852）閏2月

文政8年（1825）頃

元治元年（1864）11月

慶応3年（1867）7月

明治38年（1905）

元治元年（1864）正月

元治元年（1864）9月

明治11年（1878）1月

明治18年（1885）9月

明治期

明治20年（1887）1月

明治25年（1892）12月

明治33年（1900）10月

館蔵浮世絵版画展

浮世絵にみる歌舞伎名場面
新居関所史料館
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